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Abstract 
 
   This is a report of a research trip from August 3 through August 9, 2014 to borderlands of 
Northeast China. Starting from Changchun, the author made a round trip of approximately 1,700km 
via Jiamusi, Mudanjiang and Yanji by railway. Historical places of Manchukuo (Japanese puppet 
state, 1932-1945) still remain along the railway lines. Both Heilongjian and Jilin Provinces have 
borders with Russia, and Yanbian Korean Autonomous Prefecture in Jilin Province has a border 
with North Korea.  
   Railway construction in Northeast China was started by the Russian Empire at the end of the 
19th century and was continued by the Japanese Empire in the first half of the 20th century. In the 
period of Manchukuo, South Manchuria Railway Company (Mantetsu) performed an important role 
for the Japanese domination over Manchuria. After the establishment of the People’s Republic of 
China, the whole railway was nationalized.  
   Being connected to Russia by land and having good access to the Japanese See, border regions 
of Northeast China have possibilities for further economic, social and cultural development. 
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１．はじめに 
  筆者が携わっている境界研究（Border Studies）の一環として、2014 年 8 月 3-9 日に中国
東北部を鉄道で移動して各地の状況を視察する機会を得た。訪問した黒竜江省および吉林
省の各地は、かつて日本の実質的植民地であった「満洲」の一部であり、鉄道は日本支配
の要であった。 
 視察の目的は中ロ境界地域における中国側の実態を知り、将来の研究・交流の可能性を
探ることにあったが、一週間の鉄道の旅で実際に見たかつての関東軍の拠点や満蒙開拓団
の入植地、中朝国境線、朝鮮族自治州の様子などは、境界研究の予備調査とは別に旅の記
録として残す価値があると思われる。中国東北の鉄道の概略を述べたうえで、今なお旧満
洲の残像を映す地域について報告する。 
 各地での視察・面談を含む旅程のすべては、水谷誠氏（創価大学）に組んでいただいた。
同氏の中国での人的ネットワークにより、各地の高等・中等教育機関、研究所、行政機関、
関係者の家族や友人の協力まで得て旅程は終了した。お世話になった多数の中国の方々の
お名前を列挙できないが、水谷誠氏はじめ皆さまに深謝する。 
- 95 -
高等教育推進センター紀要「リベラル・アーツ」９号 
報告：車窓から眺めたボーダーランドとしての旧満洲 
 
【旅程】 
8 月 3 日 長春駅 → 佳木斯（チャムス）駅  〈夜行列車、車中泊〉 
8 月 4 日 佳木斯・湯原視察          〈車、佳木斯泊〉 
8 月 5 日 勃利視察              〈車、佳木斯泊〉 
8 月 6 日 佳木斯駅 → 牡丹江駅 → 延吉駅 〈列車、延吉泊〉 
8 月 7 日 図們視察              〈車、延吉泊〉 
8 月 8 日 長白山視察             〈バス、延吉泊〉 
8 月 9 日 延吉駅 → 長春駅 → 龍嘉駅（長春龍嘉国際空港）〈列車、龍嘉泊〉 
 ＊本稿中の中国語の固有名詞については、中国の簡体字を対応する日本の漢字に置き替えた。 
 
２．中国東北の鉄道について 
 今回の旅程は、長春駅から北東に向かい哈爾浜（ハルビン）経由で佳木斯駅へ、次にロ
シアとの境界地域を南下して牡丹江経由で延吉駅へ、延吉からは西に向かって再び長春駅
に戻るというもので、黒竜江省と吉林省の約 1,700km を鉄道で一周したことになる。 
 19 世紀末に始まる中国東北の鉄道建設は、ロシアがこの地域の支配を狙って着手したも
ので、後に日本はロシアのやり方をそっく
り踏襲して鉄道経営に乗り出し、「満州国」
という傀儡国家を樹立した。日本の敗戦ま
での半世紀以上の間、日ロの権益がせめぎ
合うなかでこの地域の鉄道網が拡大してい
った。 
 19 世紀半ばに極東の広大な土地を清国
に割譲させたロシアは、ウラジオストクに
軍港を設置し、これを 9,200km にわたる鉄
道でモスクワと結ぶ壮大な計画を立てた。
シベリアの膨大な資源を開発して工業化を
進め、ロシア極東の軍事拠点を確立させる
国家事業としてのシベリア鉄道建設は
1891 年に着工した。バイカル湖以東の路線
は、ロシア領内を迂回させるよりも満洲を
横切る方がはるかに距離を短縮できるため、
ロシアは清朝と強引な交渉を行って 1896
年に東清鉄道 2)を設立させた。こうして、
現在の内モンゴル自治区の満洲里から哈爾
浜、牡丹江を経由して現在の中ロ国境の綏
芬河まで約 1,500km の東清鉄道本線の建設
が始まった。さらにロシアは、日本が日清
戦争で獲得したが三国干渉によって返還さ
せられた遼東半島の租借条約を清国に強要
図 1 日露戦争開戦頃の東清鉄道（麻田雅文『満
蒙 日露中の「最前線」』講談社選書メチエ、
2014 年、43 頁より） 
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し、哈爾浜から旅順に至る 972km の支線の建設を始める。1903 年までに東清鉄道の本線
と支線が完成してシベリア鉄道と繋がり、旅順には軍港が設置された。ロシアは鉄道の利
権を得るだけでなく、将来の自国への満洲併合も考慮しながら沿線での収容地拡大に腐心
し、都市建設も行った。鉄道沿線の哈爾浜、長春、瀋陽（奉天）は現在も東北三省の省都
として栄えている。（図 1） 
 ロシアの野望を制して東北に侵入したのは、日露戦争に勝利して 1905 年のポーツマス条
約により様々な満洲の利権をロシアから譲渡させた日本だった。東清鉄道南部の長春（寛
城子）から旅順までの 701km、その沿線に設定された鉄道付属地、鉄道守備隊を駐屯させ
る権利、沿線の鉱山の経営権、遼東半島南端の「関東州」3)の租借権などを獲得した日本
は、翌年に国策会社である南満州鉄道株式会社（満鉄）を設立して本格的な経営に乗り出
す。満鉄はロシア仕様であった鉄道の広軌を標準軌に変更して鉄道網の拡充を進めるとと
もに、炭坑・製鉄業、水運業、不動産業、倉庫業、港湾・都市建設を行い、さらには研究
機関や調査機関まで抱える巨大な組織となって日本の満洲支配を実現していった。 
 辛亥革命と中華民国成立、第一次世界大戦、ロシア革命、日本のシベリア出兵、ソ連邦
成立などで国際情勢が揺れるなか、当初は鉄道守備隊であったはずの関東軍は満洲に天皇
直隷の軍司令部を持ち、独立軍のような地位を占めていった。1928 年の張作霖爆殺、1931
年の柳条湖事件は、いずれも奉天付近
で起きた鉄道爆破であり、これを契機
に満洲全域の武力制圧を狙う関東軍の
謀略だった。1932 年には実質的に関東
軍が支配する「満洲国」が樹立された。 
 満洲国成立とともに関東軍が目指し
たのは鉄道の一元的支配だった。満鉄
が満洲国政府に供与する借款の担保と
して、1933 年に約 3,000km の既設鉄道
が満鉄の委託経営になった。また、満
洲北部のソ連の影響力を排除するため
に、中ソ共同経営になっていた東清鉄
道 1,732.8kmを 1935年に買収してこれ
も満鉄が経営するようになった。長春
から旅順を接収したときと同じく、線
路は広軌から標準軌に改築されて満洲
全域の鉄道が一元化され、日本支配が
強化された。日本からは、門司から大
連まで航路を使い、鉄道で新京（満洲
国の首都として改名された長春）、哈爾
浜を経由してソ満国境を越え、モスク
ワ、パリへ到達できるようになった。
また下関から釜山に渡り、日本が併合
していた朝鮮半島を鉄道で北上して京
図 2 「満洲国」末期の鉄道網（原田勝正『増補 満
鉄』日本経済評論社、2007 年、211 頁より） 
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図 3  現在も住宅として使われている旧関東軍官舎 
城（ソウル）経由で新京へ、また新潟から朝鮮半島東岸の羅津に渡って、鉄道で図們に入
ることも可能になった。（図 2）こうした日本の華々しい大陸進出の一方で、満州では中国
および朝鮮の労働者が低賃金で酷使され、農民たちは日本人入植者のために土地を奪われ
て貧窮した。 
 15 年にわたる日中戦争、第二次世界大戦、ソ連の対日参戦を経て日本が敗北すると、事
実上は関東軍と満鉄によって経営されてきた「満洲国」もわずか 13 年の歴史を閉じた。1945
年 8 月に中ソ友好同盟条約が調印されて、中国長春鉄路公司（中国長春鉄道）が満鉄の経
営を引き継ぐことになり、翌 9 月に満鉄は連合国総司令部により解散を命じられた。ソ連
軍の追撃を恐れた日本軍は、撤退時にレールの継ぎ目を取り外し、橋を爆破、電線を切断
して鉄道を分断した。また、復興を支援するはずのソ連は、鉄道を解体してソ連領に搬出
した。中国の内戦もあり、鉄道の復興には時間がかかったが、中国東北の鉄道網はその後
すべて国有化された。現在、中国全土の鉄道は約 10 万 km に達し、長距離移動・移送の重
要な手段となっている。 
 
３．黒竜江省（佳木斯、湯原、勃利、牡丹江） 
 成田から飛行機で 3 時間足らずの長春龍嘉国際空港に降り、鉄道駅へ移動して夜行列車
に乗ると翌朝 8 時に佳木斯（チャムス）駅に到着する。松花江沿いの肥沃な土地に広がる
佳木斯市はロシアとの国境に接する奥地だが、人口約 250 万人の大工業都市として活気を
呈している。都市計画により広い道路や住民が憩う公園が確保され、食料も豊かで名物料
理の「狛肉」（犬肉）の看板を出す店が並ぶ。佳木斯が発展したのは満洲国時代で、1937
年に図們と佳木斯を結ぶ鉄道（図佳線）が建設され、哈爾浜との交通も確保されて満洲東
部における農作物の集積地となった。 
 佳木斯から約 100km 南下した勃利駅のそばには、満鉄が建設した駅舎の一部が残ってい
る。駅の近くに満鉄が使っていた給水塔や施設の跡地があり、かつては職員住宅が並ぶ一
角もあった。別の一角にあった関東軍の官舎は、今も低所得者の住宅として使われている。
広い敷地に余裕をもって配置されていたれんが造りの官舎の間には戦後新たに住宅が建て
られ、二世帯用だった広い平屋の棟はそれぞれ二つに仕切られて四世帯が暮らしている。
約 75 年前に建てられた官舎とはいえ、木製の窓枠が建設当時のまま使われているなど、そ
の後建設された住宅よりも頑丈だという
ことで居住者の評判は良いという。（図 3）
経済成長が続く中国では、古い建造物が
取り壊されて新しい町づくりが進んでい
るので、勃利の古い一角も近い将来に消
えると言われている。 
 勃利の中心街から外れた森の中には関
東軍の秘密拠点の跡が「勃利密塞」とし
て残されており、「侵華日軍西山倉庫遺跡」
の碑がある。1945 年 8 月 8 日にソ連が対
日宣戦布告すると、東側からソ満国境
を超えたソ連極東方面軍が佳木斯、勃
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利、牡丹江、哈爾浜、吉林などの拠点を圧倒
的に優位な武力で 8 月下旬までに制圧した。
勃利の関東軍基地の情報はソ連側に知られて
いたため、数日で壊滅させられたという。基
地跡には武器弾薬倉庫、小山のようにカモフ
ラージュされた秘密要塞のほか、ソ連軍の砲
撃によって抉られた地面が当時のままに保存
されている。（図 4） 
 佳木斯は満洲国時代に多くの満蒙開拓団が
送り込まれた地域としても知られている。
1933 年に最初の移民団が佳木斯の南にある
永豊鎮（後の弥栄
いやさか
村）に送り込まれた。匪賊
が跋扈するような僻地に入植したのは 500 名
の武装した独身男性で、武装移民団と呼ばれ
た。移民団が得たのは満洲人から不当に安い
値段で強制買収した農地であり、当初は土地
を追われた農民たちの武力闘争も起きたが、
関東軍は部隊を投入してこれを鎮圧した。
1936 年に日本政府が「20 カ年、百万戸、五百
万人」移住政策を打ち出すと、日本各地の貧
しい農村で結成された開拓団が本格的に入植
するようになる。特に、ソ満国境地域の開発
と防衛のために佳木斯、湯原、勃利の近辺や
さらに国境近い奥地に多数の日本人村・郷が
設置された。湯原県郷土史博物館にある開拓団の一覧表を見ると、同県 4)だけでも終戦時
に 5,000 人以上の開拓団員がいたことがわかる。また、対ソ戦に備えた関東軍の予備軍と
して 16~19 歳の満蒙開拓青少年義勇軍が編成され、8 万人を超える青少年が国境地帯に派
遣された。 
 ピーク時には約 65 万人の兵力を擁した関東軍は、戦況の悪化にともない南方へ移送され
て 1945 年には弱体化していた。それを補うための「満洲根こそぎ動員」により同年 7 月に
壮年男性が招集されると、開拓団は女性、子ども、老人だけになった。ソ連の参戦直後に
大本営は関東軍に朝鮮の保衛を命じ、関東軍総司令部は新京（長春）から朝鮮国境に近い
通化に移った。それまで「日本の生命線」と喧伝されてきた満蒙は放棄され、ソ連軍の追
撃を恐れる関東軍は橋を破壊しながら退却した。 
 戦況を知らされぬままに国境地帯に残された開拓団員は、ソ連参戦を知って徒歩で鉄道
駅や大きな町を目指して逃げるが、軍も鉄道関係者も撤退した後だった。難民となったか
れらはソ連軍に蹂躙され、土地を奪われた地元民の報復の対象となり、集団自決、病死、
離散など悲惨な運命をたどった。約 27 万人いたという満蒙開拓団のうち約 78,500 人が敗
戦による犠牲者となった。特に、ソ満国境地帯に取り残された人たちは、生き残っても残
留孤児、残留婦人となって帰国できないケースが多かった。 
 小説『大地の子』で中国残留孤児の数奇な運命を描いた山崎豊子は、主人公のモデルが
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1984 年に牡丹江でインタビューに応じた男性であることを明かしている 5)。当時 9 歳の彼
が家族と暮らしていたソ満国境に近い開拓村の住民は、1945 年 8 月 9 日にソ連軍侵攻を知
って日本軍が駐屯している勃利を目指したが、二晩歩いたところで日本軍はすでに撤退し
たことがわかり、そこから約一ヶ月かけて牡丹江に逃げた。ソ連軍の襲撃を怖れて野宿し
ながら山道を逃げるうちに母親が衰弱して死亡、泣き声が敵に聞こえぬように幼児は殺せ
と同行の軍人に命じられて、4 歳だった妹は父親の手で絞殺された。すでにソ連軍が占領
していた牡丹江では難民収容所に入れられ、父親はソ連軍に連行され、彼と姉は別の中国
人にもらわれた。養父母に大学まで進学させてもらったが、文化大革命の時期には日本人
であるために陰湿な迫害を受けた。父親はシベリア抑留後に帰還、兄は戦死、姉は行方不
明のままと知ったのは、1982 年に中国紅十字経由で日本の実父と再会した際だった。 
 佳木斯、湯原、勃利、牡丹江の周辺には残留孤児が多かったが、肉親探しが始まったの
は戦後 40 年近くを経た 1980 年代で、手がかりも少なく帰国できなかった人たちも多かっ
た。勃利を案内してくれた郷土史専門家の谷春喜氏は、現在も勃利を訪れるかつての日本
人居住者との交流に携わっているという。 
 佳木斯から延吉までの約 560km は新幹線ならば約 2 時間半の距離だが、列車のスピード
が遅く、駅の停車時間も長いためにほぼ 12 時間かかった。それでも長距離移動には列車が
便利なので乗客は多く、昼間の移動にも寝台車が使われる。2 段ベッド 4 人用コンパート
メントの軟座（一等車）と 3 段ベッド 6 人用コンパートメントの硬座（二等車）に分かれ、
乗客は横になったり話をしたりしてくつろいでいる。食堂車もあるが、各車両に常時お湯
のサービスがあるのでコンパートメントで食事やお茶をする人もいる。近年、列車の座席
はオンライン予約も可能になったが、切符を入手するのは難しいらしい。 
 列車を乗り換えるために途中下車した牡丹江駅は町の中心部に位置し、徒歩で南に向か
うと市民が憩う江浜公園があり、そばを松花江の支流である牡丹江が流れている。かつて
ロシアが敷設した東清鉄道の駅が置かれた牡丹江から東に向かうとロシアとの国境の町、
綏芬河に至り、西へ向かうと哈爾浜である。現在、牡丹江の市区人口は約 80 万人（市全域
では 290 万人）で、交通の要所として栄えている。牡丹江師範学院・国際教育学院はロシ
ア語教育にも力を入れている。牡丹江駅から列車でさらに南下して吉林省に入った。 
  
４．吉林省（長春、延吉、図們、長白山） 
 黒竜江省では線路の両側の平地と緩やかな丘陵地がすべて農地として使われている風景
が続き、この地域の人口と農業規模の大きさを目の当たりにしたが、吉林省に入ると山や
森が増えてきて延辺朝鮮族自治州の中心である延吉に到着する。吉林省の東端に位置する
同自治州は、総人口 218.6 万人の 36.5%にあたる約 79.8 万人（2012 年）6)の朝鮮族が暮ら
す中国最大の朝鮮族居住地だ。街は中国語と朝鮮語の二言語併記で、民族衣装をまとう朝
鮮族の姿をよく見かけた。朝鮮料理店が多数あり、農村でも朝鮮族の家屋は屋根の形が朝
鮮風で中国風のものとは違う。少数民族が独自のアイデンティティーを維持しつつ共存す
る多民族国家としての中国の模範地区ともいえるらしく、「民族団結」などのスローガンが
目立った。 
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 学生数が約 2 万人の延辺大学の正門そば
には朝鮮族、漢族、満族など多民族調和を
示す壁画があり、外国語学院（学院は日本
の大学の学部に相当）に朝鮮語の専門コー
スがあるだけでなく、教育言語として朝鮮
語が使われている。同大学はロシアとの交
流にも力を入れており、ウラジオストクに
ある極東大学へはバスで約 5 時間で行ける
ので、交換留学や短期留学も盛んだという。 
 延辺朝鮮族自治州はロシアおよび北朝鮮
と隣接しており、二カ所で国境を見る機会     
を得た。一つ目は、延吉から東に車で 30 分
の場所に位置する図們市だ。図們江（朝鮮
語では豆満江）を挟んだ対岸が北朝鮮で、国境線に跨がる図們国境大橋の途中まで徒歩で
渡ることができる。橋の北朝鮮側には金日成と金正日の肖像が掛かっているのが見えた。
近くに鉄橋もあるが、列車が通ることは滅多にないという。川沿いには「図們江畔」や「中
朝辺境」の碑があり、無断で川に入らない、大声を上げないなどの注意事項が書かれた看
板もある。図們江の中国側は広い公園になっており、中朝国境の見物や川下りなどを楽し
む人たちで賑わい国境の緊張感はない。（図 5）これとは対照的に、北朝鮮側にはまったく
人影がなく、中国側と違って山に樹木がないのは、暖房用に伐採してしまったせいだと言
われている。 
 図們からさらに東にある琿春市は中国、北朝鮮、ロシア三国の境界に位置し、その 15km
先は日本海である。この一帯は、中国が共同開発を提唱し、市場経済に移行したソ連/ロシ
アも関心を示した 1990 年代には、日本海を経て中・朝・ロ・ユーラシア大陸と繋がる重要
なルートとして日本でも注目された。 
 二つ目の中朝国境は長白山（朝鮮語では白頭山）の頂上から眺めた。長白山には標高 2,200
ｍ近辺に「天池」と呼ばれる直径 4km の巨大なカルデラ湖があり、それを取り囲むように
して標高 2,500m を超える 16 のピークが聳える。中朝国境は天池を二分して引かれ、最高
峰の将軍峰（標高 2,744m）は北朝鮮側にある。長白山（白頭山）は古くから人々に崇拝さ
れており、韓国・北朝鮮では朝鮮民族発祥の聖地とされ、また満族にとっての霊山でもあ
る。周囲には温泉や景勝地も多く、中国が大規模な観光開発を進めたため、韓国人、日本
人などの外国人を含め大勢の観光客、登山者が訪れるようになった。 
 午前 3:45 出発の延吉から長白山に向かうバス・ツアーは満席だった。長白山の山門から
先は専用のバスだけが運行されており、これに乗り換えて中腹まで登る。ここでさらにワ
ゴン車に乗り換えて頂上付近まで行くと、徒歩で登って美しい天池や周囲の峰々を眺める
ことができる。長白山の入場料と園内バス料金は合わせて 210 元（約 4 千円）と高価だが、
至る所に観光客の長蛇の列がある。図們江と同じく長白山でも北朝鮮側には人影がないが、
天池に下る斜面に何か管のようなものが敷設されているのが見えた。（図 6）再び約 290km
をバスで走って延吉に戻ったのは夜 9 時過ぎだった。 
 延吉から長春までの約 500km を再び昼間の寝台列車で 8 時間半かけて移動した。かつて
図 5  図們国境大橋そばの観光スポット 
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る多民族国家としての中国の模範地区ともいえるらしく、「民族団結」などのスローガンが
目立った。 
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満洲国の首都であった長春には、壮大な
都市計画のもとに国務院庁舎、満洲中央
銀行、新宮殿などの大規模建築が進めら
れ、その多くは現在も中国の各機関が使
っている。長春から国際空港のある龍喜
駅までは高速鉄道の和諧号を使った。
2011 年夏に浙江省温州市付近で脱線、転
落事故を起こしたことが広く報道された
が、ほぼ満席だった。現在も高速鉄道の
拡張が進んでおり、いずれ長春から延吉
まで結ばれる予定だ。最高速度 350km/h
と言われるが、車両の掲示板に表示され
た速度は最高でも 200km 前後で、12 分で 
隣の龍喜駅に到着した。 
 
５．むすび  
中国東北の奥地に入ったが、出発前に予想していたような制限や不便はなく、外国人で
あれ比較的自由に行動できることがわかった。ただし、それは現地の強力な人的ネットワ
ークに支えられて初めて実現できるのであり、今後さらに調査を進めるには、ことばの問
題を解決し、学術界に限らない広い人脈が必要であろう。 
1 億人を超える人口を擁する中国東北部は近年の経済成長で活気に溢れており、国境を
接するロシア極東の人口が約 650 万人に過ぎないのとは対照的である。中ロ国境は 1969
年に軍事衝突を引き起こすほどに緊張していたが 7)、2004 年にようやく解決して中ロ国境
協定を結ぶに至り、現在は双方が境界を越えた交流に熱心である。中朝間には現在も国境
線に関して見解の違いがあるが、今回垣間見た中国側の境界地域に特に緊張感はなく、そ
こに暮らす朝鮮民族は独自のアイデンティティーを維持していた。 
一週間の旅行中にまったく日本人を見かけなかったのは、尖閣問題などで日中関係が悪
化したために、日本人が中国を避けているせいだろうが、滞在中に「反日」を感じる場面
に遭遇することはなかった。中国東北は、日中関係史の負の遺産とともに現在も活用され
ている日本時代の鉄道や建築物などが共存する特異な地域である。 
日本がそれぞれ外交に苦慮している中・ロ・朝三国の境界に位置し、日本海を挟んで日
本にも隣接しているこの地域と日本はいかに交流を進めるべきかが今後の課題であろう。
その人的資源、潜在的経済力、地政学的価値など、いずれも今後の東アジアの発展と共存
の重要な要素である。 
 
 
注 
 
1) 「満洲」「満洲国」は日本側の名称であり、当時の中国では「東三省」「東北」と呼ばれ、戦後の中国
は「偽満」と呼んでいるが、本稿では黒竜江省、吉林省、遼寧省からなる現在の中国東北を指して過去に
図 6  長白山頂上付近から見える天池と北朝鮮側 
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報告：車窓から眺めたボーダーランドとしての旧満洲 
実際に使われていた名称としてこれらを用いることにする。 
2) 清朝での正式名称は「大清東省鉄路」。清朝が倒れた後は「東支鉄道」とも呼ばれたが、満洲国成立後
にソ連と満洲国の合弁事業となり「北満鉄路」（日本では「北満鉄道」）と改名された。中華民国の命名は
「中東鉄路」。本稿では「東清鉄道」を用いる。 
3)  「関東」は、万里の長城の東端にある山海関の東北という意味で用いられていた満洲全域の名称であ
り、清国は「関東州」という名称に抗議したが、日本はロシアから引き継ぎ、後に「関東軍」の部隊名に
も用いた。 
4)  「県」は「市」の中にある行政単位。勃利県も以前は佳木斯市に属していたが、その後の再編で現在
は隣の七台河市の県になっている。 
5)  山崎豊子『「大地の子」と私』文春文庫、1999 年、36-43 頁。 
6)  延辺州政府ホームページ (http://www.yanbian.gov.cn/)  
7)  国境線をめぐり中ロが対立していた 1969 年に、アムール川（黒竜江）支流のウスリー川の中州にある
ダマンスキー島（珍宝島）で中ロが武力衝突を起こし、双方に多数の死傷者が出た。 
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7)  国境線をめぐり中ロが対立していた 1969 年に、アムール川（黒竜江）支流のウスリー川の中州にある
ダマンスキー島（珍宝島）で中ロが武力衝突を起こし、双方に多数の死傷者が出た。 
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